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初夏の南部地域を200 人が快走
 「ツール・ド・山口湾」を初開催

い
つ
ま
で
も
地
元
で
買
い
物
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り　
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特
集　

中
山
間
地
域
で
の
買
い
物
弱
者
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
買
い
物
」。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
買
い
物
に
不
便
さ
を

感
じ
て
い
る
「
買
い
物
弱
者
」
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
買
い
物
弱
者
を
無
く
す
、
中
山
間
地
域
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
室
（
☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
７
８
）

い
つ
ま
で
も
地
元
で

　
　

買
い
物
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

買
い
物
弱
者
と
は

　

自
宅
か
ら
商
店
ま
で
が
遠
く
、
食
料
品
や

生
活
用
品
の
買
い
物
に
支
障
が
あ
る
人
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
」
は
日
常
生
活
を
健
康
的
に
送

る
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
食
料
品
な
ど

が
手
軽
に
買
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

高
齢
者
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
す
。
栄
養

不
足
に
な
り
、
病
気
が
ち
に
な
る
、
気
力
を

な
く
す
な
ど
の
弊
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

買
い
物
弱
者
は
全
国
で
９
１
０
万
人
も
！

　

日
本
は
今
、
世
界
の
ど
の
国
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
急
激
な
高
齢
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
の

調
査
（
Ｈ
24
）
に
よ
る
と
、
買
い
物
に
行
き

た
く
て
も
行
け
な
い
「
買
い
物
弱
者
」
は
、

全
国
で
約
９
１
０
万
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
買
い
物
弱
者
は
今
後
も
増
え
続
け
る

と
予
想
さ
れ
、今
、大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

買
い
物
弱
者
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
？

　

そ
の
理
由
と
し
て
第
１
に
、
車
な
ど
の
移

動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
が
増
え
た
こ

と
。
第
２
に
、
一
人
暮
ら
し
で
家
族
な
ど
身

近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
高
齢
者
が
増
え
た

こ
と
。
第
３
に
、
大
型
店
の
出
店
な
ど
に
よ

る
身
近
な
店
舗
の
減
少
で
す
。
一
昔
前
は
、

身
近
な
場
所
に
、
八
百
屋
や
精
肉
店
、
鮮
魚

店
な
ど
専
門
の
小
売
店
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
現
在
、
多
く
の
小
売
店
が
閉
店
し
、
替

わ
り
に
大
型
ス
ー
パ
ー
や
郊
外
の
大
型
店
な

ど
が
出
店
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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阿東地福地区の「ほほえみの郷トイトイ」は、多くの住民でにぎわっている

資料：国勢調査

資料：商業統計調査・山口県勢要覧

本市は、全国の傾向と同じように、年々、商
店数は減少し（図１）、一人暮らし高齢者人
口も増加しており（図２）、今後、買い物弱
者が増加する可能性が高くなっている。

　

身
近
な
店
舗
が
な
く
な
り
、
移
動
手
段
を

持
た
ず
、
家
族
・
身
内
な
ど
に
頼
れ
る
人
が

い
な
い
た
め
買
い
物
に
行
け
な
い
、
こ
う
し

た
高
齢
者
が
買
い
物
弱
者
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

本
市
の
中
山
間
地
域
の
現
状
は
？

　

阿
東
や
徳
地
地
域
の
中
心
部
に
は
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
あ
る
も

の
の
、
周
辺
地
域
で
は
、
年
々
、
店
主
の
高

齢
化
や
人
口
減
少
、
不
況
な
ど
に
よ
り
ス
ー

パ
ー
が
撤
退
し
て
い
ま
す
。
阿
東
地
域
で
は
、

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
中
型
ス
ー

パ
ー
が
、
こ
こ
数
年
間
相
次
い
で
撤
退
し
、

食
料
品
を
買
う
に
は
、
中
心
部
ま
で
車
や
バ

ス
な
ど
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

自
家
用
車
が
な
い
高
齢
者
世
帯
で
は
、
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

　

阿
東
地
福
地
区
で
は
、
平
成
22
年
に
地
域

住
民
の
買
い
物
拠
点
で
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
が

撤
退
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
が
衰
退
し
て

し
ま
う
と
危
機
感
を
も
っ
た
住
民
が
立
ち
上

が
り
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
、
住
民
が

団
結
し
て
危
機
を
脱
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
か
ら
支
援
金
を
募
り
、
国
・
県
・
市
、

地
元
の
大
学
と
連
携
し
て
、
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
福
地
区
の
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト
イ
」。

　

自
分
た
ち
で
ま
ち
を
守
っ
て
い
こ
う
と
、

「
地
域
を
元
気
に
、
住
民
に
笑
顔
を
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
こ
の
団
体
の
取
り
組
み

は
、
周
辺
部
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。



NPO ほほえみの郷トイトイ
　代表　西村新二さん

特集　中山間地域での買い物弱者ゼロへの取り組み

移動販売車で買い物を楽しんでいる住民の皆さん

　笑顔でつなぐ
　心でつなぐ　買い物の輪

いち早く買い物問題に気付き、支援に動き始めた人たちがいます。その
中心で活動する「ＮＰＯほほえみの郷トイトイ」の西村代表に、きっか
けや意図等をお聞きしました。

移動販売車「トイトイ号」

　

き
っ
か
け
は

　

知
人
の
死
を
３
カ
月
後
に
知
っ
た
こ
と

　笑顔でつなぐ
　心でつなぐ　買い物の輪

到着したら音楽で

お知らせ♪

音楽は地区の「雰囲

気」に合わせて変え

ています！

　　　
「
え
？
あ
そ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
亡
く

な
っ
た
の
？
」
危
機
を
感
じ
た
の
は
、
知
人

が
亡
く
な
っ
た
３
カ
月
後
に
、
そ
の
事
実
を

知
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
撤
退
前
は
、
ご
近
所
さ
ん
が

病
気
を
し
た
と
か
、
知
人
が
引
っ
越
し
を
し

た
な
ど
の
地
域
情
報
は
、
買
い
物
で
出
会
っ

た
人
と
の
会
話
で
得
て
い
た
と
気
づ
き
ま
し

た
。
ス
ー
パ
ー
は
、
た
だ
買
い
物
を
す
る
機

能
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
交
流
の
場
と
し
て

の
機
能
が
あ
っ
た
ん
だ
な･･･

と
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
地
域
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま

し
た
ね
。

　

ま
た
、
買
い
物
が
不
便
に
な
っ
た
と
の
声

も
良
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

22
年
に
地
域
住
民
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
住
民
の
約
９
割
が
「
買
い
物
を
す
る
場

が
欲
し
い
」
と
の
結
果
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

若
い
人
た
ち
か
ら
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か

と
声
が
掛
か
り
、
生
活
店
舗
開
設
の
話
し
合

い
を
始
め
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
住
民
全
員

か
ら
支
援
金
を
募
る
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

平
成
24
年
３
月
に
「
ほ
ほ
え
み
の
郷
ト
イ
ト

イ
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



利用者に話を伺いました
スーパーが撤退した時は、
遠くのスーパーまで家族に
連れて行ってもらわないと
いけなく不便でしたが、トイ
トイが週に１度、移動販売
で来てくれるのでとてもあ
りがたいです。
買い物に来るご近所さんや
販売員さんと話ができるの
もいいですね。

阿東嘉年地区に住む
左：山村マツ子さん（72 歳）
右：末益　澄子さん（80 歳）

山口大学経済学部
　准教授　齋藤英智さん

今回ご紹介した取り組みは、地域支え
合いの仕組みとしては、全国的にも非
常に先進的であると思います。
特に、高齢者には敬遠されがちな情報
端末を取り入れ、困りごとや御用聞き
など、安心して暮らせる地域づくりに
つなげられている点が素晴らしく、当
初、地福地区で行っていたタブレット
端末の勉強会が嘉年地区でも行われる
ようになるなど、周辺部にも広がりを
みせています。
買い物弱者対策に限れば、民間の移動
販売や宅配事業も進んでおり、行政と
しては、買い物支援に限らず、福祉分
野や生きがいづくりという視点も含め、

地域主体の総合的な生活支援
の仕組みづくりやくらしを
便利にするような情報端
末の活用などを支援し、
笑顔で過ごせるまちづく

りを目指していきたいと考
　 　 えています。

タブレット端末を使いこ
なす高齢者

活
性
化
の
秘
策
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
!?

移
動
販
売
の
開
始

地域主体の総合的な生活支援
の仕組みづくりやくらしを
便利にするような情報端
末の活用などを支援し、
笑顔で過ごせるまちづく

りを目指していきたいと考
　 　 えています。

中山間地域活性化推進室　
　主査　川畑　一志

　　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
若
い

ス
タ
ッ
フ
が
率
先
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
ど
ん
な
場
所
か
ら
で
も

気
軽
に
注
文
や
要
望
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
高
齢
者
に

慣
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ト
イ
ト
イ
で
週
に

１
回
、
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
利
用
者

は
60
～
80
歳
代
の
女
性
が
多
く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
た
方
も
い
ま

す
。
新
し
い
趣
味
が
で
き
た
と
、
皆
さ
ん
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ト
イ
ト
イ
を
開
設
し
て
約
２
年
経
ち
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
店
内
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
に
住
民
が
集
ま
っ
た
時
の
「
お
店
に

惣
菜
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
い
う
会
話
が

き
っ
か
け
で
、
惣
菜
を
作
る
女
性
組
織
「
ト

イ
ト
イ
工
房
」
が
で
き
る
な
ど
、
地
域
内
に

活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
輪
を
広

げ
、
住
民
交
流
の
場
、
憩
い
の
場
、
生
き
が

い
が
感
じ
ら
れ
る
場
を
増
や
し
て
い
き
、
ど

こ
で
も
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

し
て
い
く
こ
と
が
夢
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
地
福
地
区
の
買
い
物
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
行
っ
て
い

る
、
齋
藤
准
教
授
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
超
高
齢
社
会
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
近
隣
同
士
が
助
け
合
え

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
い
会
話
で
き
る

場
が
重
要
な
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
が
で
き
る
場
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、買
い
物
弱
者
の
問
題
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
希
薄
化
さ
せ
、
地
域
を
疲
弊
さ
せ
る
原
因

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
等
が
撤
退
し
、
地
域
で
店
舗
を

運
営
す
る
事
例
は
全
国
に
も
あ
り
ま
す
が
、

ト
イ
ト
イ
の
よ
う
に
、
店
舗
内
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
開
放
し
て
い
る
事
例
は
珍
し

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
好
例
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
存
続
さ
せ
、
阿
東
地

福
地
区
一
帯
の
買
い
物
弱
者
を
無
く
す
た
め

に
は
、
ト
イ
ト
イ
の
安
定
経
営
は
不
可
欠
で

す
。
利
用
者
増
加
を
図
る
た
め
に
も
、
今
後
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
、
都
市
部
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
容
易
に
親
の
安
否
を
確
認
で
き
る
よ
う

な
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
仕
組
み
づ
く
り

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
が
軌
道
に
の
れ
ば
、

先
進
事
例
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
等
、
阿
東
地
域
に
住
み
た
い

希
望
者
も
増
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

店
舗
を
運
営
し
て
い
る
と
「
買
い
物
を
楽

し
み
た
い
が
、
店
ま
で
距
離
が
あ
る
か
ら
な

ん
と
か
で
き
な
い
か
？
」
と
の
声
を
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
望
に
応
え
る
た

め
、
移
動
販
売
を
試
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
地
福
地
区
を
中
心
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
徳
佐
地
区
や
無
店
舗
状
態
で

あ
る
嘉
年
地
区
に
も
ま
わ
る
こ
と
に
な
り
、

徐
々
に
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

車
が
到
着
す
る
前
か
ら
待
っ
て
い
る
方
も

多
く
、「
移
動
販
売
が
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
の
声
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、
さ
ら
に
他
の
地
区
か
ら
も
来

て
欲
し
い
と
の
要
望
も
受
け
て
い
ま
す
。
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■問い合わせ　ねんりんピック推進室
　　　　　　　　　　（☎ 0836-65-4411）

◆卓球
　（やまぐちリフレッシュパーク）
◆ソフトボール
　（やまぐちリフレッシュパーク、
　  山口南総合センター）
◆ゲートボール
　（山口きらら博記念公園）
◆サッカー
　（維新百年記念公園）
◆水泳
　（山口きらら博記念公園）

来年 10 月、山口県でねんりんピックが開催されます。
ここでは、ねんりんピックとはどんなものなのかをお伝えします。

ねんりんピックの愛称で親しまれている「全国健康福祉

祭」は、60 歳以上の高齢者を中心として、交流大会、イ

ベントを行う、スポーツ、文化、福祉の総合的な祭典です。

健康の保持・増進、社会参加、生きがいの高揚などを図

り、ふれあいと長寿社会づくりを目的として、厚生省創

立 50周年にあたる昭和 63 年から、毎年、各都道府県で

持ち回りにより開催されています。

ねんりんピックって？

　

選
手
と
し
て

参
加
で
き
る
の

は
、
60
歳
以
上

の
方
。
卓
球
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

水
泳
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ

か
、
囲
碁
や
将

棋
、
俳
句
な
ど
の
文
化
種
目
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
第
28
回
全
国
健
康
福

祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
は
、
県
内
の
各
市
町

で
25
種
目
の
交
流
大
会
が
行
わ
れ
、
山
口

市
で
は
、
次
の
５
種
目
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
高
知
県
で
行
わ
れ
、
総
合
開
会
式

会
場
に
お
い
て
、
高
知
の
食
・
観
光
・
歴

史
・
文
化
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

親
し
ま
れ
て
い
る
食

材
を
使
っ
た
グ
ル
メ

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ

れ
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
来
場
者

を
歓
迎
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
音
楽
文
化
祭

な
ど
も
行
わ
れ
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
多
く

の
方
が
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

や
ま
ぐ
ち
大
会
の
総
合

開
会
式
は
、
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
、
大
会
期
間
中
に
観
客
を
含

め
、
延
べ
50
万
人
の
方
が
来
場
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
全
国
か
ら
来
ら
れ
る
方
を
温
か
く

お
も
て
な
し
す
る
た
め
、
関
係
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
に
、
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
開
催
に
向
け
て
の
情
報
は
、
市

報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
市
実
行
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〉

　

 y-nenrin2015.com

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
始
ま
り
ま
す
！

　

８
月
か
ら
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
随
時

行
う
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総合開会式

地域の人のおもてなし

昨年、高知県で行われた様子

来年開催！

交

大

流

会

ン

ト

イ

ベ



■ 問い合わせ　文化政策課（☎ 083-934-2717）、　　　  山口放送局（☎ 083-921-3733）

中也の代表的な詩「サーカス」の一節、「ゆ
あーん ゆよーん ゆやゆよん」は英語でど
う表現することができるでしょうか。
英訳することで初めて見えてくる中也の
詩の特徴、日本と英語の詩的表現の違い
などを、熱く語り合います。

■ 問い合わせ　中原中也記念館　☎ 083-932-6430

ＮＨＫの番組「にほんごであそぼ」の
公開収録を実施します。中原中也や金
子みすゞなどの詩を、歌やダンス・お
芝居などでお楽しみいただくスペシャ
ルコンサートです。 

◇日時　8 月 30 日（土）
　１回目…開演 11 時（終演予定 12 時）
　２回目…開演 14 時（終演予定 15 時）
◇場所　市民会館大ホール
◇出演　コニちゃん、うなりやベベン、おおたか静流、藤原道山、

子どもたち、ラッキィ池田
◇演奏　ピアノ他：小林裕（音楽家）、バイオリン：松田拓之・

高井敏弘、ビオラ：坂口弦太郎、チェロ：西山健一（以上
NHK 交響楽団）

◇料金　無料（入場整理券が必要です）
◇観覧申込　8 月 11 日（月・必着）までに、往復ハガキに

必要事項を明記の上、NHK 山口放送局まで郵送
※記入事項等、詳細は、NHK 山口放送局および市ウェブサイ

ト（表紙参照）をご覧ください。

◇日時　７月 13 日（日）14 時～16 時（開場 13 時 30 分）
◇場所　ホテル松政 芙蓉の間（湯田温泉三丁目５- ８）
◇出演　〈コーディネーター〉伊藤比呂美氏（詩人）
　〈パネリスト〉ジェフリー・アングルス氏（西ミシガン大学

准教授）、アーサー・ビナード氏（詩人、俳人、随筆家、翻
訳家）、四元康祐氏（詩人）

◇料金　無料　※当日の受付は 13 時から

コニちゃん 藤原道山うなりやベベン

伊藤比呂美

中原中也記念館開館 20 周年記念事業
E
D
C
AB

中原中也詩英訳パネルディスカッション

かあ

な
た
さ

E テレ「にほんごであそぼ コンサート in 山口」公開収録

防
災
図
上
訓
練
を
実
施

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４
に
参
加
し
ま
し
た

図上訓練の様子

083-934-2717）、　　　  山口放送局（

チャレンジデーの様子

　

５
月
28
日
、
市
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
４
に
参
加
し
ま
し
た
。

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
日
常
的
に
運
動
な

ど
に
親
し
む
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
15
分
以
上
継
続
し
て
運
動
し

た
住
民
の
参
加
率
を
、
同
じ
人
口
規
模
の

自
治
体
が
競
う
住
民
総
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
２
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
今
回
は
、

山
形
県
鶴
岡
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
会
館
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
日

本
代
表
の
小
田
桃
花
さ
ん
を
は
じ
め
、
約

３
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
対
戦
結

果
は
鶴
岡
市
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

昨
年
を
約
1
万
2
千

人
上
回
る
、
約
７
万

人
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

運
動
な
ど
が
習
慣
化

し
て
い
く
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
参
加
者
10
万
人
を
目
標

に
、
来
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

  

（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２
）

　

５
月
30
日
、
山
口
総
合
支
所
等
で
防
災

図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
災
害

が
起
こ
り
や
す
い
梅
雨
時
期
を
迎
え
、
災

害
対
策
本
部
と
現
地

対
策
本
部
等
と
が
円

滑
に
情
報
伝
達
や
各

種
活
動
が
行
え
る
体

制
を
整
え
る
も
の
で

す
。

　

昨
年
7
月
28
日
に

本
市
を
襲
っ
た
記
録

的
な
豪
雨
災
害
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
訓

練
で
は
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
的
確
に
伝
達
し
、

避
難
勧
告
の
発
令
等
の
対
策
を
講
じ
る
ま

で
の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
地
域
や
関
係
機
関
と

協
力
し
、
防
災
や
災
害
対
策
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  　

 

防
災
危
機
管
理
課

　

  

（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
３
）
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８
月
１
日
以
降
ご
使
用
い

た
だ
く
山
口
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
、
７
月
下

旬
に
世
帯
主
あ
て
に
世
帯
全

員
分
郵
送
し
ま
す
。
更
新
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
一
般

被
保
険
者
証
が
「
緑
色
」、
退
職
被
保
険
者

証
が
「
ピ
ン
ク
色
」
と
な
り
ま
す
。

 

保
険
年
金
課

　
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
０
２
）

　　

複
数
の
が
ん
検
診
を
一
日
で
受
診
で
き

る
複
合
集
団
検
診
を
、
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。
日
曜
に
も

実
施
し
ま
す
の
で
、

受
診
ハ
ガ
キ
（
年
齢

要
件
に
該
当
す
る
検

診
対
象
者
に
５
月
下

旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
肺
が
ん
検
診
以
外
は
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
（
予
約
は
最
寄
り
の
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
）。

■
期
日 　

７
月
４
日
（
金
）、
６
日
（
日
）

■
受
付
時
間

・
胃
が
ん
検
診　

７
時
～
９
時　

・
肺
が
ん
検
診　

７
時
～
11
時
、
13
時
30

分
～
15
時

・
大
腸
が
ん
検
診　

７
時
～
11
時
30
分
、

13
時
30
分
～
15
時

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診

13
時
30
分
～
15
時

 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
糸
米
二
丁
目

６
‐
６
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
２
６
６
６
）

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　

今
年
の
強
調
月
間
の
重
点
事
項
は
、「
立

ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
協
力
の

拡
大
」「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」
で
す
。

　

強
調
月
間
中
、
市
内
で
行
わ
れ
る
街
頭

啓
発
や
募
金
活
動
な
ど
へ
の
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

社
会
課
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
０
）、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー

ビ
ス
課
▽
小
郡
（
☎
０
８
３
‐
９
７
３

‐
８
１
４
３
）
▽
秋
穂
（
☎
０
８
３
‐

９
８
４
‐
８
０
２
３
）
▽
阿
知
須
（
☎

０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
４
）
▽
徳

地
（
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
２
１
）

▽
阿
東
（
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
９
４
）

　

市
で
は
、
環
境
美
化

協
力
員
を
「
山
口
市
の

生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

市
内
各
小
学
校
区
に
1

人
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

協
力
員
は
、
ペ
ッ
ト
の

適
正
飼
養
の
啓
発
や
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
、
身
近
な
問
題
の
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

環
境
美
化
に
向
け
た
協
力
員
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

環
境
衛
生
課

　
（
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
７
６
）

● 

山
口
総
合
支
所　
　

〒
７
５
３
‐
８
６
５
０　

亀
山
町
２
‐
１　
　
　
　
　
　

● 

小
郡
総
合
支
所　
　

〒
７
５
４
‐
８
５
１
１　

小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１　
　
　

● 

秋
穂
総
合
支
所　
　

〒
７
５
４
‐
１
１
９
２　

秋
穂
東
６
５
７
０　
　
　
　
　

● 

阿
知
須
総
合
支
所　

〒
７
５
４
‐
１
２
９
２　

阿
知
須
２
７
４
３　
　
　
　
　

● 

徳
地
総
合
支
所　
　

〒
７
４
７
‐
０
２
９
２　

徳
地
堀
１
７
４
４　
　
　
　
　

● 

阿
東
総
合
支
所　
　

〒
７
５
９
‐
１
５
１
２　

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１

☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１

☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
２

☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

国
民
健
康
保
険
証
を

更
新
し
ま
す

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

開始日時 内容（場所）

１日（火）

7:00 街頭啓発（新山口駅、周防下郷駅、上郷駅、仁保津
駅周辺）

10:00 街頭啓発（サンパークあじす、道の駅「きららあじす」）

13:00 街頭啓発パレード（中心商店街）

16:00 街頭啓発（アルク、ザ・ビッグ、ウエスタまるき 各
小郡店）

5 日（土） 9:30 街頭啓発（サンマート秋穂店前）

8 日（火）
10:00
11:30

青少年健全育成市民会議徳地支部講演会
啓発式典（いずれも徳地山村開発センター）

環
境
美
化
協
力
員
の
活
動

複
合
集
団
検
診
の
実
施

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

※阿東地域では、7 月中旬に広報活動をする予定です。
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第
2
回
阿
武
川
川
づ
く
り

検
討
委
員
会
の
開
催

歴
史
講
座
「
幕
末
の
藩
庁
移

転
と
山
口
の
ま
ち
づ
く
り
」

パブリック
コメント

（意見募集）

市民の皆さんの
意見をお聞かせください

用途地域等見直し基本方針及び指定基準（案）
用途地域等の見直しや指定のための基本方針および指定基
準です。
■募集期限　7 月 1 日（火）～ 31 日（木・必着）
■担当課　都市計画課（山口総合支所２階☎ 083-934-

2831　 083-934-2654　  toshi@city.yamaguchi.lg.jp）

市では、重要な計画等を策定する際に、市民の皆さんからの意
見を募集しています。また、提出された意見に対し、市の考え
方を公表しています。皆さんからの意見をお待ちしています。

■閲覧場所　各総合支所市政情報コーナー、各地域交流セン
ター、または市ウェブサイト（表紙参照）。市ウェブサイトか
ら、電子書籍での閲覧もできます。

■意見提出　直接または郵便、FAX、E メールで、〒住所、氏名、
意見を記載の上、担当課まで

※意見の内容と検討結果は、個人情報を除き、市ウェブサイトで公表します。分かりにくいもの
や匿名の意見には、市の考え方を示しません。また、個々の意見に、直接の回答は行いません。

《意見提出はウェブサイトからが簡単！》
市ウェブサイトからも意見提出ができます。定型フォームに入
力するだけで簡単に提出できますので、ぜひご利用ください。

市ウェブサイトのトップページ左下のバナー
（パブリック・コメント）をクリックすると、
パブリックコメントの閲覧ができます。

↓こちらをクリック↓↓こちらをクリック

中
央
図
書
館

開
館
時
間
延
長
（
試
行
）

一
日
ま
る
ご
と

英
語
体
験
を
し
よ
う

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

　

中
央
図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
多
い

７
月
、
８
月
の
休
日
開
館
時
間
を
２
時

間
延
長
し
、
利
用
状
況
を
検
証
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
実
施
期
日　

７
、８
月
の
土
曜
・
日
曜
・

祝
日

■
閉
館
時
間　

19
時
ま
で
延
長

 

中
央
図
書
館
（
中
園
町
７
‐
７

☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐
１
０
４
０
）

　

県
で
は
、
平
成
25
年
７
月
の
豪
雨
災
害

な
ど
を
踏
ま
え
た
阿
武
川
水
系
の
川
づ
く

り
の
あ
り
方
を
考
え
る
「
第
２
回
阿
武
川

川
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
公
開
）

【
検
討
委
員
会
】

■
日
時　

７
月
24
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

■
場
所　

萩
市
む
つ
み
総
合
事
務
所
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
萩

市
大
字
吉
部
上
３
１
９
１
‐
１
）

 

県
防
府
土
木
建
築
事
務
所
企
画
調
査

室
（
☎
０
８
３
５
‐
２
２
‐
０
８
５
６
）

　

事
業
者
が
18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
雇
用
し
、
仕
事
を
さ
せ
る
と
き

に
は
、
労
働
基
準
法
に
よ
り
労
働
条
件
通

知
書
の
交
付
義
務
、
時
間
外
・
休
日
労
働

の
禁
止
な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

山
口
労
働
基
準
監
督
署

　
（
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
２
３
８
）

　

菜
香
亭
開
館
10
周
年
を
記
念
し
、
ま
た
、

4
年
後
の
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て
、

「
い
ま
こ
そ
幕
末
・
歴
史
空
間
山
口
」
と
銘

打
っ
た
４
回
に
わ
た
る
連
続
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
幕
末
の
山
口
を
知
る
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
12
日
（
土
）
17
時
30
分
～

19
時
30
分

■
講
師　

桑
原
邦
彦
氏
（
郷
土
史
家
）

■
定
員　

70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

■
参
加
料　

３
０
０
円

７
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
電

話
で
、
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２
‐
７

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２
）

 

※
火
曜
休
館

　

外
国
人
講
師
と
一
緒

に
、
楽
し
み
な
が
ら
英
会

話
に
ふ
れ
る
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を

市
内
３
会
場
で
開
催
し
ま

す
。「
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
」「
英
語

に
ふ
れ
て
み
た
い
」
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日
・
場
所

・ 

７
月
26
日
（
土
）
…
山
口
南
総
合
セ
ン

タ
ー
（
名
田
島
１
２
１
８
‐
１
）

・
７
月
27
日
（
日
）
…
大
内
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー

・
８
月
23
日
（
土
）
…
阿
東
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー

■
時
間　

10
時
～
15
時
（
集
合
９
時
45
分
）

■
対
象　

市
内
の
小
学
５
～
６
年
生

■
定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

■
料
金　

無
料

■
持
参
品（
等
）　

弁
当
、
飲
み
物
、
運
動

で
き
る
服
装

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、学
校
名
、学
年
、性
別
、希
望
日
を
、

社
会
教
育
課
（
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
６
８
０　

０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
６
１

　
　

s-kyoiku@
city.yam

aguchi.lg.jp

）



　

１
年
後
に
開
催
を
控

え
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
世
界
最
大
の
祭
典
「
第

23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
に
先

立
っ
て
、
ス
カ
ウ
ト
活

動
や
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
会

場
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
モ
デ
ル
展
示
や
先

進
技
術
、
環
境
学
習
な
ど
の
実
際
に
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
で
ス
カ
ウ
ト
が
行
う
活
動
の
体

験
に
加
え
、
国
際
色
豊
か
な
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
や
民
族
衣
装
体
験
な
ど
、
世
界
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
２
日
（
土
）
15
時
30
分
～
21
時

　

８
月
３
日
（
日
）
10
時
～
16
時

■
場
所　

阿
知
須
き
ら
ら
浜

【
記
念
花
火
】

　

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
開
催
１

年
前
を
記
念
し
て
、
花
火
を
打
ち
上
げ
ま

す
。（
荒
天
中
止
）

■
日
時　

８
月
２
日
（
土
）
20
時
30
分
～

21
時

※
花
火
打
ち
上
げ
の
た
め
、
県
道
２
１
３

号
線
の
き
ら
ら
浜
内
の
一
部
で
18
時
以

降
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

県
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

開
催
支
援
室
（
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

４
７
７
１
）

【
オ
カ
ミ
カ　

二
人
展

（
在
る
カ
フ
ェ
の
Ａ
ｒ
ｔ
）
ｉ
ｎ
山
口
】

　

横
田
美
佳
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
工
芸
、
岡
本
真

二
さ
ん
の
絵
画
を
約
40
点
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
10
日
（
木
）～
14
日
（
月
）

９
時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

■
料
金　

無
料

菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２
‐
７
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２
）

　

７
月
中
旬
～
８
月
上
旬
に
か
け
て
咲
き
誇

る
ゆ
う
す
げ
の
群
生
地
船
平
山
で
、
花
が
咲

き
始
め
る
夕
方
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
子
供
ソ
リ
す
べ

り
大
会
、
特
産
品
販
売
な
ど
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

■
日
時　

７
月
21
日
（
月
・
祝
）
15
時
か
ら

■
場
所　

船
平
山
（
阿
東
徳
佐
）　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
と
う

　
（
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
２
５
２
６
）

　

夏
休
み
に
親
子
で
木
工
に
親
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
キ
ツ
ツ
キ
の
お
も
ち
ゃ
、
小

ゆ
う
す
げ
祭
り

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
１
年
前
イ
ベ
ン
ト

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夏
休
み
木
工
教
室

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

ルール

・参加者はチケット指定のお店からスタート
・２軒目以降は自由にお店を選べる（４軒目まで）
・蔵元が持参した２～３種類のお酒を各１杯（40～60ミリリッ

トル）と、各お店自慢の肴を楽しめる（決められたお料理、
お酒以外は別途料金）

・各お店での滞在時間は１時間以内
※蔵元と参加店の組み合わせはお問い合わせください。
※お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。

湯田のお店をぐるぐる巡り、山口の地酒とお料理を楽しむ企画「湯田ぐる 10」が開催されます。
山口県下 10 蔵元が湯田温泉に集結し、参加店ごとに皆さんをお待ちしています。
好みの地酒を探すもよし、新たなお店を開拓するもよし、湯田温泉の食の魅力を満喫しましょう！

チケット販売
・「参加店リスト」のお店
・湯田温泉観光案内所（☎ 083-901-0150）
・原田酒舗（☎ 083-922-1500）

問い合わせ

湯田温泉酒まつり実行委員会
（☎ 083-966-0045）

７月15 日（火）
18時 ～22時   

料金：6,000 円（200 人限定）

詳細は、  　「湯田温泉酒まつり実行委員会」で検索！

※平成 26 年度山口市食と
地域のブランド形成事業
採択事業の一環として開
催されます。

蔵元リスト

金光酒造（山頭火）
新谷酒造（わかむすめ）
澄川酒造（東洋美人）
八百新酒造（雁木）
永山本家酒造（貴）
旭酒造（獺祭）
はつもみぢ（原田）
岡崎酒造（長門峡）
岩崎酒造（長陽福娘）
永山酒造（山猿）

参加店リスト

旬彩 まさらっぷ
iso's bar
さんかくや
タボーラ
割烹ひさご
members L.i.b
やきとり平平
味処 圭介
居魚屋 波柄
はるさあ

～山口の地酒と料理、湯田の食を巡る～

湯田ぐる 10
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物
入
れ
の
箱
な
ど
、
簡
単
な
工
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
！

■
期
日　

７
月
20
日
（
日
）、
21
日
（
月
・
祝
）

■
時
間　

①
10
時
～
12
時 

②
13
時
～
15
時

■
定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

７
０
０
円
（
入
場
無
料
）

阿
知
須
「
い
ぐ
ら
の
館
」（
阿

知
須
３
４
２
５
☎　

０
８
３
６
‐
６
５

‐
２
４
０
３
）

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
モ
ノ
づ
く
り

の
分
野
で
情
熱
を
注
い
だ
技
術
者
・
実
業
家

の
制
作
物
や
ゆ
か
り
の
資
料
を
展
示
し
、
彼

ら
の
活
動
の
様
子
と
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
展
示
内
容
が
幅
広
い
年
齢
層
に

理
解
し
や
す
い
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
ま
す
。

■
期
間　

７
月
18
日（
金
）～
８
月
24
日（
日
）

■
料
金　

一
般
７
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

※
19
歳
未
満
お
よ
び
70
歳
以
上
、
高
等
学

校
・
中
等
教
育
学
校
・
総
合
支
援
学
校
の

生
徒
は
無
料

県
立
山
口
博
物
館
（
春
日
町
８
‐

２
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４
）

　

生
の
葉
か
ら
葉
脈
標
本
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
27
日（
日
）

13
時
30
分
～
15
時
30

分
■
対
象　

ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
定
員　

20
人
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

無
料

７
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
で
、〒
住
所
、氏
名
、年
齢
（
学

年
）、
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
県
立
山
口
博
物
館 

嶋
村

（
〒
７
５
３
‐
０
０
７
３
春
日
町
８
‐
２

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４
）

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
山
口
博
物
館
」
で
検

索
）
か
ら
の
申
し
込
み
も
可　

　

新
し
い
駅
前
広
場
で
展
開
す
る
活
動
や

運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
ま
ち
と
駅
を
結
ぶ
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
広
場
を
実
現
す
る
た
め
、

昨
年
に
引
き
続
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
申

込
不
要
）

■
日
時　

７
月
12
日
（
土
）
14
時
～
16
時

■
場
所　

小
郡
総
合
支
所
１
階
第
１
会
議
室

■
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
部　

　
（
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
１
９
３
） 

　

 

プ
ラ
ン
ツ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
山
口
設
計
室

（
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
８
６
２
７
）

葉
脈
標
本
を
作
ろ
う
！

県
立
山
口
博
物
館
企
画
展

「
き
ら
り
山
口
！
人
物
伝
」

親子で学ぶコーディネーション運動教室
年中・年長児を対象に、親子で学ぶコーディネーション運動教室を開催します。親子で一緒に楽しく体を動かしませんか。※詳細は、
市ウェブサイト（表紙参照）をご覧ください。　　　　■問い合わせ　生涯学習・スポーツ振興課（☎ 083-934-2874）

　 　

“ 滝 ”で過ごす 1 日はいかが？

暑さが日に日に増すこの季節、自然の涼しさを味わいに“滝”
めぐりをしてみませんか。「防長四十八滝」に数えられる山
口市内の滝から、オススメの滝をご紹介します。滝で涼んだ
後は、周辺のお食事処や道の駅でお食事やお買い物をお楽し
みください。

【天神の滝…徳地鯖河内】
地元の方が整備された遊歩道があり、東屋から滝を眺めて
ゆっくり過ごせます。

【犬鳴の滝…仁保上郷】
約 24 メートルの高さから落下する姿は見応え十分です。

【鼓の滝…吉敷 龍蔵寺境内】（※入山料 200 円）
鼓のような形であることからその名前がついたそうです。遊
歩道が整備されているので、滝を上から眺めるのも一興。
■問い合わせ　交流産業企画室（☎ 083-934-2928）

ごきげん未来フェスタ
■日時　7 月 20 日（日）10 時～15 時
■会場　ときわ公園
■内容　Eco 実験パフォーマー・らんま先生の科学パフォーマ

ンスショー など
■問い合わせ　実行委員会（宇部市保健センター内☎ 0836-

31-1777）

2014 防府まつり
【港まつり】
■期日　7 月 19 日（土）
■会場　防府市三田尻中関港 2 号・3 号岸壁
■内容　カッターレース大会（8 時 30 分から）など

【防府まつり総おどり大会】
■期日　8 月 2 日（土）
■会場　天神ピア～駅通り商店街～ JR 防府駅前ロータリー
■内容　よさこいフェスタ（13 時から）など

【御誕辰祭】
■期日　8 月 3 日（日）～ 5 日（火）
■会場　防府天満宮
■内容　花火大会（5 日のみ、20 時 30 分から）など
■問い合わせ　防府まつり実行委員会事務局（防府市おもてな

し観光課内☎ 0835-25-4547）

近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

鼓の滝天神の滝 犬鳴の滝

宇 部 市

となり
ま

ちぐるっと

再発見
！

防 府 市

山 口 市

わがま
ち

もぐるっと

再発見
！

市内の魅力を紹介します。

新
山
口
駅
表
口
駅
前
広
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
２
ス
テ
ー
ジ
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補給地点で「愛好～き」を
受け取る参加者

夏
こんにちは、山口観光コンベンション協会の千代田です。
太陽がまぶしい夏がやってきましたね !
今回のちょい旅は、毎夏、大人気の体験プログラム、徳地滑川の沢登り体験をご
紹介します。徳地の森へ「涼」を感じに、ちょいと遊びに出掛けましょう!
■問い合わせ　山口観光コンベンション協会（☎ 083-933-0088）

が来た！
徳地で納涼 登り！！

カヌー体験
大原湖キャンプ場
☎ 0835-58-0200

徳地で納涼徳地で納涼徳地で納涼徳地で納涼 沢

　

大
人
気
！
滑な

め
ら
が
わ川
の
沢
登
り
体
験

　

今
回
の
場
所
は
、
徳
地
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

内
の
柚
木
地
区
「
滑
川
」
で
の
ご
紹
介
で
す
。

　

沢
登
り
と
い
う
と
、
激
し
い
滝
に
向
か
っ
て

登
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
体
験
は
少
し
違
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着

し
、
約
５
０
０ｍ
の
沢
を
約
３
時
間
か
け
て
、

ゆ
っ
く
り
と
登
り
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
、
森
の
案
内
人
さ
ん
が
つ
い
て
く
れ
て
い
る

の
で
安
心
で
す
。

　　

森
の
中
の
涼
を
感
じ
に
！

　

沢
登
り
の
醍
醐
味
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
何

と
い
っ
て
も
自
然
の
涼
！
森
や
水
の
美
し
さ
!!

他
に
も
、
水
た
ま
り
に
飛
び
込
む
ス
リ
ル
や
、

流
れ
に
身
を
任
せ
て
、
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ぶ
気
持

ち
良
さ
、
登
り
切
る
達
成
感
。
ど
れ
を
と
っ
て

も
、
ま
ち
の
プ
ー
ル
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。

表
紙
写
真
か
ら

 

初
夏
の
南
部
地
域
を
２
０
０
人
が
快
走

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
山
口
湾
」
を
初
開
催

　

表
紙
の
写
真
は
、
５
月
18
日
、
市
南
部
地
域

一
帯
で
開
か
れ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
山
口
湾
」
で
、
参
加
者
が
秋
穂

二
島
の
岩
屋
を
走
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
山
口
湾
は
、
南
部
地
域
の
美

し
い
海
や
田
園
風
景
、
農
産
物
や
海
産
物
を
楽

し
み
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
欲
し
い
と

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
山
口
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
杉

野
真
一
代
表
）
が
初
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
１
０
０

キ
ロ
）
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
27
キ
ロ
）
に

分
か
れ
、
阿
知
須
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

を
出
発
。
各
所
に
設
け
ら
れ
た
補
給
地
点
で
、

住
民
ら
が
提
供
し
た
秋
穂
の
「
え
び
ハ
ー
モ

に
ー
」、名
田
島
の
豆
乳

を
使
っ
て
作
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
「
愛ア

イ
ス好
～

き
」、
佐
山
の
「
い
ち

ご
の
大
福
パ
ン
」、
嘉

川
の
「
海
苔
鍋
」
な
ど

を
味
わ
い
な
が
ら
巡
り

ま
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
参
加
し
た
方
は
「
景
色
も
良
い

し
食
べ
物
も
お
い
し
い
。
地
元
と
一
体
と
な
っ

た
手
作
り
感
に
好
感
が
も
て
ま
し
た
。
次
回
も

ぜ
ひ
、
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
も
つ
特
徴
あ
る
資
源
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
南
部
地
域
全

体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

南
部
振
興
局
ル
ー
ラ
ル
ア
メ
ニ

テ
ィ
推
進
室
（
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
２
０
）

　

沢
か
ら
上
が
っ
て
ひ
と
休
み

　

昼
食
は
、
涼
し
い
川
べ
り
に
座
っ
て
「
癒
し

の
森
弁
当
」。
優
し
く
降
り
注
ぐ
お
日
さ
ま
の

光
の
中
、
徳
地
米
の
お
む
す
び
を
よ
り
一
層
美

味
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
原
湖
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
カ
ヌ
ー

体
験
付
き
。
沢
で
疲
れ
た
体
は
、
湖
上
で
浮
か

ん
で
ゆ
っ
く
り
癒
し
ま
し
ょ
う
。
沢
に
、湖
に
、

今
年
の
夏
は
、
徳
地
の
森
へ
「
涼
」
を
感
じ
に

出
掛
け
ま
せ
ん
か
♪
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■問い合わせ　健康増進課
　（☎ 083-921-2666）

書類審査後、二次審査で
は、食生活改善推進員が
レシピ通りに作った料理
を、審査員が実食して入
賞作品を決めています。

コロコロだいすきまめしばカ
レー。この他にも、コンクー
ルからさまざまな名作料理が
生まれています。

初めて包丁を使う子も
いましたが、地域の食
生活改善推進員さんの
手ほどきを受け、料理を
作ることができました。

　
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
生
ま
れ
た

　
ア
イ
デ
ア
料
理
を
食
育
に

【
白
石
小
学
校
で
は
給
食
に
】

　

白
石
小
学
校
で
は
、
食
に
対
す
る
興
味

や
関
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
成
21
年

に
児
童
が
発
案
し
た
「
コ
ロ
コ
ロ
だ
い
す
き

ま
め
し
ば
カ
レ
ー
」
を
学
校
給
食
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。
こ
の
料
理
は
、
彩
り
が
き
れ
い

に
な
る
よ
う
に
、に
ん
じ
ん
や
小
松
菜
、ピ
ー

マ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
使

わ
れ
て
い
て
、
ひ
き
肉
や
大
豆
、
枝
豆
か
ら

た
ん
ぱ
く
質
も
摂
取
で
き
る
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
も
優
れ
た
料
理
で
す
。

　

試
験
的
な
献
立
で
し
た
が
、
児
童
に
大
好

評
で
、
以
降
、
白
石
小
学
校
で
は
年
に
１
度

献
立
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
潟
上
中
学
校
で
は
お
料
理
教
室
に
】

　

潟
上
中
学
校
で
は
、
食
に
関
す
る
体
験

活
動
を
機
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
朝
食

と
は
何
か
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
生
徒
と

保
護
者
を
対
象
に
朝
食
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

作
っ
た
料
理
は
、
こ
の
年
の
お
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
に
生
徒
が
応
募
し
た
「
洋
風
ナ
ス
焼

き
」
と
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
ス
ー
プ
」
の
２
品
を

含
ん
だ
朝
ご
は
ん
。

　

教
室
に
参
加
し
た
生
徒
は
「
親
が
朝
早

く
起
き
て
料
理
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
大
変

さ
が
わ
か
っ
た
」、「
普
段
使
わ
な
い
も
の
や

食
べ
な
い
も
の
を
使
っ
て
料
理
を
す
る
こ
と

へ
の
興
味
も
一
段
と
深
ま
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
・
わ
た
し
の

　
お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

近
年
子
ど
も
の
食
を
め
ぐ
っ
て
は
、
朝
食

欠
食
や
栄
養
の
偏
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
対
す
る
興

味
や
関
心
を
育
み
、
食
に
関
す
る
体
験
活
動

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、
本
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
で
９

回
目
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
は
朝
ご
は
ん
を

栄
養
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
料
理
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
度
の

入
賞
作
品
は
、
市
報
８
月
１
日
号
か
ら
紹
介

し
て
い
き
ま
す
）。

　

本
年
度
も
朝
食
を
意
識
し
た
テ
ー
マ
で
、

夏
休
み
の
期
間
に
募
集
し
ま
す
。
各
学
校
へ

応
募
要
領
と
応
募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ

集
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食
に
つ
い
て

考
え
、
市
内

の
小
・
中
学

生
た
ち
が
考

え
た
ア
イ
デ

ア
料
理
を
ぜ

ひ
、
ご
家
庭

で
も
作
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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イベントカレンダー
※開催場所・時間など、詳細はお問い合わせください。

イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

嘉年かかし祭り
（～ 8 月 31 日）　 　　（阿東）
阿東地域交流センター
嘉年分館    （☎ 083-958-0111）

ゆうすげ祭り　　　　（阿東）
NPO あとう（☎ 083-956-2526）

あじさい日和　　 （～ 13 日）    
　 　　　　　　　　　　 （徳地）
重源の郷　　（☎0835-52-1250）

山口祗園祭 市民総踊り「やま
ぐち MINAKOI （みなこい）
のんた」                      （山口）
実行委員会      （☎ 083-932-3456）

山口祗園祭　御神幸    （山口）
振興会      （☎ 083-922-0083）

20
（日）

26
（土）

山口祗園祭  御還幸　  （山口）
振興会      （☎ 083-922-0083）

生演奏でおくる音楽影絵劇
「セロ弾きのゴーシュ」  （白石）
市民会館      （☎083-923-1000）

山口七夕ちょうちんまつり
（～ 7 日）　　　　    　（山口）
実行委員会 （☎ 083-932-3456）

6
（日）

（金）
／8 8

音楽フェスティバルと花火の
夕べ　　　　    　　　（宮野）
陸上自衛隊山口駐屯地広報班

（☎ 083-922-2281）

10
（木）

（水）
／8 6

おごおり芸能大会        （小郡）
実行委員会  （☎ 083-973-0638）

・企画展Ⅰ「中原中也記念館の
20 年」（～ 27日）

・常設テーマ展示「中也 愛の
詩－いとしい者へ」    （湯田）

中原中也記念館
　　　　 　（☎ 083-932-6430）

1
（火）

山口ふるさと伝承総合セン
ター七夕飾り（～ 8 月 7 日）
 　           　　　　　　（大殿）
山口ふるさと伝承総合センター

（☎ 083-976-8588）

オカミカ二人展 （在るカフェ
の Art）in 山口            （大殿）
菜香亭        （☎ 083-934-3312）

世界スカウトジャンボリー
１年前イベント（～ 3 日）
※ 2 日は、20 時 30 分から花
火の打ち上げがあります。

（阿知須）
県世界スカウトジャンボリー
開催支援室 （☎ 083-933-4771）

（土）
／8 221

（月・祝）

27
（日）

24
（木）

ふしの夏祭り　　　　（小郡）
実行委員会（☎ 083-973-4274）

27
（日）

山
口
市
長

　

絶
好
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
日
和
の
中
、
５
月
18
日

に
、「
第
１
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
山
口
湾
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
の
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
自
転
車
に
乗
っ
て
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
走
り
抜

け
て
い
く
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、南
部
地
域
の
皆
さ
ん
の「
自

分
た
ち
の
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
の
強

い
思
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
思
い
が
、
自
転
車
競
技

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
山
口
市
を
元
気
に

し
た
い
と
願
う
他
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
広
が

り
、
共
感
を
呼

び
、
大
き
な
力

と
な
っ
て
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
へ
と
結

び
つ
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
、

地
域
の
こ
と
を

も
っ
と
良
く
知

り
、
そ
し
て
、
も
っ
と
好
き
に
な
り
、
さ
ら
に
地

域
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
。
こ
の

積
み
重
ね
が
、｢

地
域
へ
の
思
い｣

、す
な
わ
ち
「
郷

土
愛
」
を
大
き
く
育
み
、
こ
れ
か
ら
の
「
ふ
る
さ

と
山
口
」
を
築
い
て
い
く
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

トライあしたへ
ツール・ド・山口湾




